
冒
頭
に
参
加
者
全
員
で
１
年
間

に
亡
く
な
ら
れ
た
社
員
の
み
な
さ

ま
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
黙
祷
を

行
っ
た
後
、
最
初
に
三
宅
隆
史
理

事
長
よ
り
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

＊  

＊  

＊

こ
の
あ
と
、
出
席
社
員
の
中
か

ら
、
加
藤
平
雄
、
佐
野
隆
文
両
名

南
会
常
任
理
事
の
2
名
を
議
長
に

選
任
し
議
事
が
す
す
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、須
山
初
美
さ
ん（
日

本
共
産
党
愛
知
県
常
任
委
員
・
参

議
院
愛
知
選
挙
区
予
定
候
補
）・

高
橋
祐
介
さ
ん（
同
名
古
屋
市
会

議
員
）・
江
上
博
之
さ
ん（
同
名
古

屋
市
会
議
員
・
紹
介
の
み
）よ
り

来
賓
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
案
提
案
・
討
議
の
後
、
事

業
計
画
・
決
算
・
予
算
・
役
員
一

部
改
選
、
定
款
変
更
な
ど
議
案
提

案
は
全
て
全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。（
議
案
の
一
部
は
以
下
に

掲
載
）

　

三
宅 

隆
史
理
事
長

　

あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　
た
い
へ
ん
穏
や
か
な
気
候
の一日

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ま
た
日
頃
の

名
南
会
への
活
動
に
対
す
る
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
日
の
定

時
総
会
で
は
、石
川
康
宏
先
生
か
ら

「
社
会
保
養
と
安
倍
政
権
」を
テ
ー

マ
に
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
今
後

の
私
た
ち
の
た
た
か
い
の
大
き
な
力

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

格
差
と
貧
困
が
日
本
社
会
で
進

行
し
て
い
ま
す
。
石
川
の
城
北
病

院
で
は
、
20
代
か
ら
40
歳
く
ら
い
ま

で
の
若
者
が
金
沢
駅
で
倒
れ
て
救

急
車
で
運
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
の
多
く
の
若
者
が
太
っ

て
い
て
糖
尿
病
を
併
発
し
て
い
ま
し

た
。
貧
困
と
肥
満
は
結
び
つ
か
な

かっ
た
の
で
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
や

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
多
食
に
よ

る
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち

全
日
本
民
医
連
の
医
師
た
ち
が
全

国
で
若
年
２
型
糖
尿
病
患
者
実
態

調
査
を
行
い
、
結
果
を
学
会
発
表

し
ま
し
た
。
日
本
糖
尿
病
学
会
で

も
、
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
に
貧
困
が
あ

る
こ
と
を
学
会
と
し
て
確
認
す
る

に
至
って
い
ま
す
。
疾
病
と
社
会
的

背
景
の
関
係
を
捉
え
て
、
社
会
的

に
訴
え
る
私
た
ち
の
活
動
が
実
を

結
ん
だ
も
の
で
す
。

本
日
の
総
会
で
は
、
今
後
の
医

療
・
社
会
保
障
政
策
、
地
域
の
高

齢
化
な
ど
に
対
応
し
た
私
た
ち
の

活
動
に
つ
い
て
方
針
を
出
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
討
議

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医療法人名南会 第51回定時社員総会

２
０
１
６
年
５
月
29
日（
日
）　

午
後
４
時
〜
６
時
10
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
港
湾
会
館

出
席
社
員
総
数
は
1,
２
７
２
名（
出
席
１
０
５
名
、
委
任
状
出
席
1,
１
６
７
名
）

医
療
法
人
名
南
会

第
51
回
定
時
社
員
総
会
概  要

第
51
回
定
時
社
員
総
会
議
案
提
案
紙
面
の
都
合
上
、一
部
の
み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

熊
本
地
震
、
８
名
の

職
員
が
被
災
地
医
療
支
援

熊
本
地
震
が
発
生
し
１
ヶ
月
半

が
立
ち
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
１
万

人
の
方
々
が
避
難
所
や
車
中
泊
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
全
日
本
民
医
連
の
呼
び
か

け
に
応
じ
て
、
人
的
支
援
と
し
て

こ
れ
ま
で
８
名
の
職
員
が
継
続
し

て
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

全
日
本
民
医
連
で
は
、
引
き
続
き

当
面
８
月
末
ま
で
の
医
師
・
看
護

師
支
援
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

戦
争
法
廃
止
な
ど
、
地
域
と

職
員
の
共
同
の
た
た
か
い
が

前
進
し
た
一
年

２
０
１
５
年
は
戦
後
70
年
・
被

爆
70
年
に
あ
た
り
、
名
南
会
と
し

て
も「
平
和
と
憲
法
を
学
び
語
り

合
い
、
社
会
保
障
の
営
利
・
市
場

化
に
反
対
し
、
地
域
と
職
場
か
ら

た
た
か
う
」こ
と
を
重
視
し
て
き
ま

し
た
。
安
倍
政
権
は
９
月
19
日
に

戦
争
法
を
強
行
採
決
し
、
４
月
に

は
改
正
介
護
保
険
法
の
施
行
と
介

護
報
酬
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
私
た
ち
は
、
全

日
本
民
医
連
憲
法
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用

し
た
学
習
会
に
の
べ
３
５
５
名（
職

員
の
約
77
％
）が
参
加
、
戦
争
体

験
を
語
り
継
ぐ
企
画
を
職
員
と
友

の
会
で
共
同
し
て
継
続
、
戦
争
法

反
対
の
各
種
地
域
集
会
・
病
院
間

パ
レ
ー
ド
に
多
く
の
職
員
が
参
加

す
る
な
ど
、
こ
の
１
年
間
は
地
域

と
職
員
の
共
同
の
た
た
か
い
が
前

進
し
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
が
呼
び
か
け
た
戦
争
法
廃

止
２
０
０
０
万
人
統
一
署
名
運
動

も
、
外
来
や
地
域
訪
問
行
動
な
ど

で
が
ん
ば
り
、
現
在
６
３
８
３
筆

名
南
会
と
し
て
署
名
集
約
し
て
い

ま
す
。
毎
月
19
日
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
デ
モ
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

「
無
差
別
・
平
等
の
地
域
包
括

ケ
ア
」
の
実
現
と
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
も
大
き
く
前
進

こ
の
１
年
間
大
き
く
前
進
し
た

も
う
ひ
と
つ
の
分
野
が「
無
差
別
・

平
等
の
地
域
包
括
ケ
ア
」の
実
現

と
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
で
す
。「
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」「
お
食
事
サ
ロ
ン
」

な
ど
多
彩
な
と
り
く
み
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
定
例
化
・
継
続
化

が
さ
れ
、
居
場
所
づ
く
り
・
生
き

が
い
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
と
し

て
、
引
き
続
き
新
た
な
結
び
つ
き

や
地
域
で
の
組
織
化
が
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
ア
ピ
タ
名
古
屋

南
店
で
の「
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェッ

ク
」は
毎
月
１
回
定
期
的
に
継
続

さ
れ
、「
健
康
体
操
サ
ロ
ン
」は
４

カ
所
で
定
期
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
川
診
療
所
で
は
、「
健
康
づ
く

り
懇
談
会
」が
７
会
場
の
べ
１
４
７

名
、
過
去
最
高
の
参
加
者
と
な
り
、

地
域
の
健
康
要
求
の
高
さ
を
実
感

で
き
ま
し
た
。「
サ
ロ
ン
・
な
か
し

ん
さ
ん
」
は
交
流
だ
け
で
な
く
専

門
職
が
参
加
し
て
の
介
護
や
医
療
、

健
康
相
談
ま
で
活
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
名
南
診
療
所
地
域
で
あ

ら
た
に
す
す
め
ら
れ
た
、
友
の
会
・

職
員
・
南
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

三
者
共
同
に
よ
る「
ト
ス
カ
健
康
ひ

ろ
ば
」の
取
り
組
み
は
、
買
い
物
難

民
を
生
ま
な
い
と
り
く
み
と
健
康

づ
く
り
を
結
び
つ
け
、
地
域
包
括

ケ
ア
の
具
体
的
実
践
と
な
っ
て
い
ま

す
。地

域
と
の
共
同
の
ひ
ろ
が
り
、

昨
年
に
続
き
資
金
募
集
目
標

の
１
億
円
達
成
。
健
診
実
施

数
も
過
去
最
高
。

　

地
域
と
職
員
の
活
動
の
前
進

の
な
か
で
、
地
域
資
金
募
集
運
動

も
昨
年
に
続
き
年
間
目
標
１
億

円
を
突
破
し
ま
し
た
。
名
南
病

院
が
久
し
ぶ
り
に
目
標
を
達
成

し
、
中
川
診
療
所
は
目
標
を
大
き

く
超
過
達
成
し
て
い
ま
す
。
名

南
診
療
所
は
件
数
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
、
１
億
円

を
目
標
に
、
件
数
も
金
額
も
追

求
し
て
い
き
ま
す
。
健
診
運
動

も
、
８
年
連
続
過
去
最
高
を
更
新

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事

業
所
と
地
域
と
の
共
同
の
取
り

組
み
と
し
て
、
外
来
待
合
室
や
地

域
訪
問
で
の
健
診
お
勧
め
行
動

▲
議案提案を行った
西本 義弘専務理事

総会成功
に

向けた社
員の皆様

の

ご協力あり
がとう

ございまし
た。

２
面
へ
つ
づ
く

　

社
員
総
会
・
記
念
講
演

【
講
師
】　

石
川　

康
宏
氏

　
（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）

　

〜
安
倍
流
改
憲
の
道
か
、

　
　

日
本
国
憲
法
の
道
か
〜

地域・職場から、戦争法廃止と憲法守るたたかい
「無差別・平等の地域包括ケア」の実現と安心のまちづくり

社員・友の会、地域の
皆さまとともにすすめます。
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や
地
域
で
広
げ
る
郵
送
大
腸
ガ

ン
検
診
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
乳
ガ
ン
検
診
も
８
年
連
続

で
１
０
０
０
件
を
上
回
り
、
社
会

的
影
響
も
あ
り
新
規
件
数
・
健

診
実
施
件
数
は
過
去
最
高
件
数

と
な
り
ま
し
た
。

全
力
で
と
り
く
み
前
進
さ
せ
た

「
無
差
別
・
平
等
の
地
域
包

括
ケ
ア（
地
域
連
携
）

　

医
療
・
介
護
活
動
で
は
、「
顔

の
見
え
る
連
携
」が
質
・
量
と
も

前
進
し
ま
し
た
。
各
事
業
所
で
、

連
携
勉
強
会
、
症
例
検
討
会
、
学

習
交
流
会
が
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
中
京
病
院
と
名
南
ふ
れ

あ
い
病
院
の
第
６
回
学
習
交
流

会
で
は
、
中
京
病
院
の
絹
川
院

長
と
名
南
診
療
所
の
大
森
所
長

が
講
演
し
、
中
京
病
院
は
院
長
・

副
院
長
か
ら
若
い
ス
タ
ッ
フ
ま

で
、
名
南
会
か
ら
は
三
宅
理
事

長
・
早
川
副
理
事
長
・
名
南
病

院
小
南
院
長
・
名
南
ふ
れ
あ
い

病
院
小
松
院
長
を
は
じ
め
多
く

の
職
員
が
参
加
し
、
交
流
し
ま
し

た
。
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
と
の
学

習
会
も
、
名
南
病
院
や
名
南
ふ
れ

あ
い
病
院
で
継
続
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
報
告
し

た
よ
う
に
、
私
た
ち
の
活
動
に
よ

り
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す

た
め
に
生
活
支
援
・
介
護
予
防
・

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
進

め
る
健
康
友
の
会
と
事
業
所
の

活
動
、
名
南
会
の
医
療
・
介
護
事

業
所
に
加
え
地
域
に
あ
る
高
度

急
性
期
の
中
京
病
院
か
ら
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
で
の
医
療

介
護
連
携
、
医
師
・
看
護
師
・
ケ

ア
マ
ネ
を
は
じ
め
医
療
・
介
護

専
門
職
を
地
域
で
育
て
る
取
り

組
み
な
ど
、
そ
れ
ら
が
総
合
的
に

整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
民
医
連
の
強
調

す
る「
無
差
別
・
平
等
の
地
域
包

括
ケ
ア
」で
す
。

新
た
に
名
南
病
院
南
に
「
そ

ら
っ
こ
病
児
保
育
室
」
開
設
、

小
児
分
野
の
前
進
に
期
待

　

そ
ら
っ
こ
病
児
保
育
室
が
９

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
目
標
を
上
回
る
受
け

入
れ
と
な
り
、
順
調
に
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
名

南
病
院
で
は「
こ
こ
ろ
と
発
達
外

来
」、
名
南
ふ
れ
あ
い
病
院
で
は

小
児
リ
ハ
ビ
リ
の
取
り
組
み
も

始
ま
り
ま
し
た
。
小
児
科
の
外

園
部
長
と
吉
岡
医
師
を
先
頭
に
、

地
域
の
中
で
小
児
分
野
の
前
進

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
医
連
ら
し
い
運
動
と
事
業

に
裏
付
け
ら
れ
た
職
員
の
育

成
を

　

２
０
１
６
年
４
月
の
新
入
職

員
採
用
は
、
薬
剤
師
１
名
、
看
護

師
12
名
、
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
13
名

な
ど
全
体
で
33
名
と
な
り
ま
し

た
。。
看
護
奨
学
生
活
動
の
前
進

に
よ
り
看
護
師
の
採
用
が
増
加

し
た
こ
と
、
リ
ハ
ビ
リ
の
体
制

強
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
民

医
連
ら
し
い
運
動
と
事
業
に
裏

付
け
ら
れ
た
職
員
の
育
成
と
い

き
い
き
働
き
続
け
ら
れ
る
勤
務

環
境
改
善
を
は
か
っ
て
い
き
ま

す
。

名
南
病
院
で
大
き
な
経
営
改

善
、法
人
全
体
で
黒
字
決
算
。

　

事
業
収
益
は
４
，
８
３
６
百
万

円
、
予
算
に
は
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
前
年
比
１
０
１
．

８
％
、
前
年
よ
り
８
６
百
万
円

伸
び
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

名
南
病
院
の
事
業
収
益
は
、
予

算
比
１
０
１
．
９
％
、
前
年
比

１
０
５
．
２
％
と
大
き
く
改
善

し
ま
し
た
。
入
院
収
益
・
外
来

収
益
・
保
健
予
防
活
動
収
益
す

べ
て
で
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
増
床

と
地
域
連
携
の
推
進
、
肝
炎
治

療
、
検
診
活
動
の
前
進
な
ど
、
管

理
部
を
先
頭
に
医
療
活
動
の
前

進
が
収
益
増
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
中
川
診
療
所
も
、
外
来
収

益
、
保
健
予
防
活
動
収
益
、
居

宅
介
護
収
益
す
べ
て
前
年
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

名
南
ふ
れ
あ
い
病
院
の
回
復

期
リ
ハ
病
棟
で
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
体
制
が
き
び
し
く
減

収
、
居
宅
介
護
部
門
が
利
用

件
数
の
減
少
に
よ
り
減
収
と

な
っ
て
い
ま
す
。
費
用
で
は
、

人
件
費
が
予
算
内
に
収
ま
り

ま
し
た
。
大
型
設
備
投
資
が

終
了
し
減
価
償
却
費
も
減
少

し
て
い
ま
す
。
控
除
対
象
外

消
費
税
が
は
じ
め
て
１
億
円

を
突
破
し
て
い
ま
す
。
経
常

利
益
は
、
４
９
百
万
円
、
当
期

純
利
益
は
２
４
百
万
円
と
な

り
、
前
年
度
の
赤
字
決
算
か

ら
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
き
び
し
い
経
営
環
境
の

中
、
事
業
所
・
職
員
と
地
域

と
の
共
同
の
結
果
で
す
。

第
７
次
長
期
計
画
を
展
望
し

た
、
更
な
る
経
営
改
善
で
積

極
的
な
黒
字
予
算
。

　

第
６
次
長
期
計
画
を
し
め
く

く
り
、
第
７
次
長
期
計
画
を
展

望
す
る
予
算
と
な
り
ま
す
。
事

業
収
益
予
算
は
、
各
事
業
所
の

収
益
予
算
を
積
み
上
げ
、
４
，

９
４
０
百
万
円
と
し
ま
す
。
経

常
利
益
予
算
は
費
用
管
理
に
つ

と
め
、
８
６
百
万
円
と
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
確
実
に
上
回
り
、
第

７
次
長
期
計
画
を
展
望
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
設
備

投
資
計
画
は
、
名
南
ふ
れ
あ
い

病
院
・
老
健
か
た
ら
い
の
里
の

開
設
か
ら
12
年
が
経
過
し
設
備

の
更
新
も
増
え
て
き
て
お
り
、

７
０
百
万
円
と
し
ま
す
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

【
２
０
１
５
年
度
決
算
報
告
】

【
２
０
１
６
年
度
予
算
】

中
川
診
療
所
隣
地
に
、
住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
ひ
な
た
の
建
設

定
款
の
一
部
変
更
の
提
案
で

す
。中
川
診
療
所
隣
地
に
、住
宅
型

有
料
老
人
ホ
ー
ム
ひ
な
た
の
建
設

が
進
ん
で
い
ま
す
。９
月
よ
り
入

居
を
開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
で
す
の
で
、介
護
サ
ー
ビ

ス
は
外
付
け
と
な
り
、主
に
入
居

者
さ
ん
に
対
す
る
介
護
を
担
う
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
な
た
を

併
設
し
ま
す
。名
南
会
と
し
て
初

め
て
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
事
業
で

す
。法
人
を
あ
げ
て
成
功
さ
せ
て

い
き
ま
す
。現
在
、月
額
費
用
は

14
万
円
前
後
を
想
定
し
て
い
ま

す
。住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
ひ

な
た
の
最
大
の
特
徴
は
、中
川
診

療
所
に
併
設
し
て
い
る
こ
と
で

す
。医
療
・
介
護
を
一
体
的
に
提

供
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま

た
、地
域
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
、

中
川
健
康
友
の
会
の
活
動
拠
点
に

も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。２

０
１
４
年
医
療
法
改
正
に
よ

り
、
名
南
会
は
来
年
度
総
会
に
て

「
基
金
拠
出
型
医
療
法
人
」へ
移
行

医
療
法
人
名
南
会
は
、１
９
６
７

年
の
開
設
以
来
、民
医
連
と
名
南

会
の
活
動
に
賛
同
し
財
政
的
に
支

援
し
運
営
に
参
加
す
る
意
思
を
持

っ
た
地
域
の
方
々
と
職
員
が
出
資

者
と
な
り
、資
金
を
拠
出
し
事
業

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。組
織
理

念
と
し
て
全
日
本
民
医
連
に
結
集

し「
集
団
所
有
」と「
非
営
利
」を

徹
底
し
、地
域
の
共
同
財
産
と
し

て
認
識
し
運
営
に
あ
た
っ
て
き
ま

し
た
。名
南
会
と
し
て
政
府
の
医

療
法
人
制
度
の
見
直
し
へ
の
対
応

と
し
て
、弁
護
士
・
公
認
会
計
士
・

税
理
士
の
各
専
門
家
を
加
え
て
、

理
事
会
の
も
と
に
医
療
法
人
制
度

移
行
検
討
委
員
会
を
設
置
し
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
の

検
討
を
経
て
、２
０
１
６
年
１
月

30
日
開
催
の
理
事
会
に
て
、「
基
金

拠
出
型
医
療
法
人
」へ
の
移
行
を

め
ざ
し
、全
社
員
が
出
資
額
を
基

金
と
し
て
振
り
替
え
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。基
金
拠
出
型
医
療

法
人
へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、

①
来
年
度
の
法
人
定
時
総
会
ま
で

に
社
員
全
員
が
出
資
額
を
全
額
基

金
に
振
り
替
え
て
い
た
だ
き
、②

来
年
度
の
法
人
定
時
総
会
に
お
い

て
定
款
変
更
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。今
回
の
手
続
き
に
よ
り
、社

員
と
し
て
の
地
位
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、拠
出
い
た
だ
い
て
い

る
出
資
金
は
全
額
基
金
に
振
り
替

え
保
全
さ
れ
ま
す
。今
回
の
制
度

変
更
は
、社
員
か
ら
拠
出
い
た
だ

い
て
い
る
出
資
金
を
確
実
に
保
全

し
、課
税
余
地
を
避
け
て
、医
療
法

人
名
南
会
の
非
営
利
性
を
徹
底
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
う

早
川
純
午
副
理
事
長

今
総
会
で
の

役
員
改
選
に
伴
う
、

新
任
・
退
任
理
事

土
肥
カ
ヅ
子
常
任
理
事
、
野

口
憲
一
理
事
が
役
員
定
年
で
、
今

総
会
で
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

新
任
理
事

退
任
理
事

太
田
垣
　
千
恵
子

（
南
区
五
条
町
在
住
・
名
南
健
康
友
の

会
副
会
長
）

奥
井
　
真
由
美

（
常
勤
・
名
南
病
院
総
看
護
課
長
）

大
久
保
　
正
樹

（
常
勤
・
名
南
診
療
所
事
務
長
）

土
肥 

カ
ヅ
子

　
野
口 

　
憲
一

吉
田 

　
俊
二

　
柘
植

　
　
伸

細
江 

　
正
哉

１ 

地
域
包
括
ケ
ア
時
代
の
名
南

病
院

（
近
藤
正
志
・
名
南
病
院
事
務
長
）

２ 

名
南
健
康
友
の
会
の
活
動

（
尾
鍋
ト
シ
子
・
名
南
健
康

友
の
会
会
長
）

３ 

中
川
健
康
友
の
会
の
活
動

（
服
部
繁
治
・
中
川
健
康
友

の
会
会
長
）

発
言
討
議
で
は
、以
下
３
名

の
方
（
敬
称
略
）
か
ら
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
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名
南
会
は
来
年
創
立
５
０
周

年
に
〜
活
動
の
更
な
る
前
進

と
記
念
事
業
を
計
画

医
療
法
人
名
南
会
は
、

２
０
１
７
年
４
月
に
創
立
50
周

年
と
な
り
ま
す
。来
年
の
医
療
法

人
名
南
会
第
52
回
定
時
総
会
は
、

２
０
１
７
年
５
月
28
日
に
ホ
テ

ル
・
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋
に
お

い
て
開
催
し
ま
す
。定
時
総
会
後

に
は
、創
立
50
周
年
祝
賀
会
を
行

い
ま
す
。定
時
総
会
は
、法
人
第

７
次
長
期
計
画
の
策
定
、基
金
拠

出
型
医
療
法
人
へ
の
移
行
を
決

定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。こ
の

１
年
間
の
活
動
は
、名
南
会
の
半

世
紀
を
受
け
継
ぎ
、無
差
別
・
平

等
の
地
域
包
括
ケ
ア
づ
く
り
を

す
す
め
る
１
年
で
す
。ま
た
、来

年
は
日
本
国
憲
法
施
行
70
年
に

も
あ
た
り
ま
す
。憲
法
を
守
り
抜

き
、立
憲
主
義
を
回
復
す
る
た
め

に
、地
域
と
職
場
か
ら
た
た
か
い

抜
く
１
年
に
も
し
て
い
き
ま
す
。

定
款
の
一
部
変
更

①憲法を守り抜き、すべての人が安心できる権利としての社会保障の再
生と充実を求めて、地域と職場からたたかいを強めます。

②健康友の会とともに健康増進活動、ささえ合い活動を一層すすめ、「無
差別・平等の地域包括ケア」の実現と安心して住み続けられるまちづ
くりをめざします。

③名南会を次代につなぐ、民医連らしい運動と事業に裏付けられた職員
の確保と育成をすすめます。

④第6次長期計画の経営目標を達成し、第7次長期計画（2017年度～）
ビジョンをつくりあげます。

 【２０１６年度の重点課題方針】



道徳公園グランド

8/

1・2
（月・火）

道徳平和盆踊り大会

中川診療所前　波花公園

8/

26・27
（金・土）

中川反核平和盆踊り大会
名南診療所2階　多目的室

7/

5
（火）

名南診療所 お食事サロン 11:30～

ふれあいヴィレヂ1階

7/

29
（金）
ふれあいお食事サロン 11:30～

9/

4・5
（日・月）

全国共同組織活動交流集会in石川
ふれあいヴィレヂ1階

7/

25
（月）

カフェひまわり(認知症カフェ) 14:00～16:00
ふれあいヴィレヂ1階 ふれあいヴィレヂ1階

★

★

名南・中川健康友の会事務局
お問い合わせ・
お申し込み  はすべて

★印は申込み必要

～ ボランティアさん募集！  ～

2016.5.15　みんなで楽しみました！「中川診療所・春の健康まつり」

今
回
の
名
南
健
康

友
の
会　

春
の
行
楽

は
岐
阜
の
恵
那
地
区
で
し

た
。
前
回
は
初
参
加
で
し

た
の
で
、
少
し
緊
張
し
ま
し

た
が
、
皆
様
の
温
か
い
雰
囲

気
に
も
慣
れ
て
、
歴
史
探
訪

と
昭
和
村
の
温
泉
と
い
う

企
画
に
、
わ
く
わ
く
の一日
で

し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、

八
百
津
の
広
い
丘
陵
地
に

建
て
ら
れ
た
杉
原
千
畝
さ

ん
の
記
念
館
。
戦
時
中
、

厳
し
い
世
界
情
勢
の
中
で
、

数
千
の
ユ
ダ
ヤ
の
人
に
渡
米

の
査
証
を
発
給
し
、戦
後
そ

の
勇
断
が
世
界
の
人
々
か
ら

称
賛
さ
れ
た
彼
の
偉
業
に
、

バ
ル
ト
三
国
・
リ
ト
ア
ニ
ア

の
現
地
の
記
念
館
を
訪
れ

た
こ
と
の
あ
る
私
に
は
再
度

の
感
動
で
し
た
。

五
月
晴
れ
の
下
で
の
昼

食
弁
当
も
お
い
し
か
っ
た

し
、
女
城
主
も
い
た
と
い
う

岩
村
城
下
町
の
散
策
も
楽

し
か
っ
た
。
秋
の
企
画
が
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。

南
区
豊
田

　
中
村

　
昭

　

友
の
会
総
会
で
決
定
し

た「
職
員
の
皆
さ
ん
と
共

に
」進
め
る
活
動
と
し
て

「
ト
ス
カ
の
健
康
ひ
ろ
ば
」

に
続
い
て
ふ
れ
あ
い
病
院

の
認
知
症
カ
フ
ェ
「
ひ
ま

わ
り
」を
地
域
の
交
流
・

学
習
の
場
と
し
て
共
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
度
実
施
し
た
健
康

講
座
の「
介
護
関
係
に
つ

い
て
」を
学
ん
だ
後
の
取

り
組
み
と
し
て
、
介
護
に

関
す
る
悩
み
を
打
ち
あ
け

た
り
、
相
談
、
予
防
な
ど

を
、
職
員
の
専
門
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
、
働
き
か
け
も

い
た
だ
き
な
が
ら
交
流
し

て
い
け
る
、
楽
し
い「
た

ま
り
ば
」に
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
友
の
会
、
地
域

の
人
た
ち
に
大
い
に
宣
伝

し
て
い
く
こ
と
も
、
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
是
非
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

（
毎
月
第
四
月
曜
日
、

午
後
二
時
か
ら四時

ま
で
）

５
月
15
日（
日
）中
川

診
療
所「
春
の
健
康
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

過
去
最
高
の
３
６
０
人
以

上
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
地
元
中
学
生
の
吹

奏
楽
演
奏
や
デ
イ
ケ
ア
職

員
に
よ
る
体
操
、
そ
し
て

お
楽
し
み
抽
選
会
。
２

階
の
デ
イ
ケ
ア
室
に
は
入

り
き
ら
な
い
く
ら
い
の
大

盛
況
で
し
た
。
そ
の
他
に

も
山
口
先
生
に
よ
る「 

防

げ
！
震
災
関
連
死
！ 

エ

コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

＆
ク
ラ
ッ
シ
ュ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」、
栄
養
士
に
よ
る「
お

せ
ん
べい
作
り
」、
吉
岡
先

生
に
よ
る「
ち
び
っ
こ
体
験

ツ
ア
ー
」、
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店

等
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど

も
ま
で
多
く
の
方
と
楽
し

く
交
流
で
き
、
地
域
で
健

康
に
暮
ら
す
こ
と
に
つ
い
て

考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
方
に
感
謝
し
つ

つ
、
地
域
の
方
々
と
職
員

が
よ
り
い
っ
そ
う
絆
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、今
後
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
活
動
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
川
診
療
所
デ
イ
ケ
ア

作
業
療
法
士玉

田
　
真
菜
美

行
く
春
や

　
杉
原
千
畝

　
愛
の
ビ
ザ

美
濃
の
陽
を

　
浴
び
て
色
濃
き

　
花
薊

老
鶯
や
　
木
の
香
の
匂
ふ
　
千
畝
館

南
区
汐
田
町
　
山
本
　
正
枝

◆◆ 俳 句 ◆◆

中川診療所  「春の健康まつり」に
過去最高の３６０人 以上が参加！！

職員と共にすすめる

カフェひまわり（認知症カフェ）

地域包括ケア

名南健康友の会

春
の

行
楽

感
動
が
よ
み
が
え
る
有
意
義
な
旅

杉
原
千
畝
と

岩
村
ま
ち
な
み

散
策

5/
14 土
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日 曜日 班 会 班会内容 班会場所 日 曜日 班 会 班会内容 班会場所日 曜日 班 会 班会内容 班会場所 日 曜日 班 会 班会内容 班会場所

※上記についてのお問い合わせは、名南会健康推進室　電話052-692-7544まで

日 曜日 班 会 班会内容 班会場所 日 曜日 班 会 班会内容 班会場所

２
０
１
6
年
7
月
予
定
表 中

川
診
療
所
地
域

19日（火）10：00～ たんぽぽ班 中川診療所
友の会ルーム

毎月第4
土曜日 13：00～ 囲碁の会 囲碁 中川診療所

友の会ルーム

毎週水曜 15：00～ さわやか体操班 健康体操 中川診療所
友の会ルーム

毎週土曜 14：00～ ヨガ班 ヨガ 中川診療所
友の会ルーム

毎月第2、3
木曜日 13：00～ 絵手紙教室 絵手紙 中川診療所

友の会ルーム

名
　
南
　
診
　
療
　
所
　
地
　
域

4日（月）16：00～ 中根班 夏バテ予防 会員宅

5日（火）19：00～ 御剣班 笑いヨガ 会員宅

6日（水）14：00～ 昭和区健康サロン いきいき体操 滝子ハットリ

12日（火）13：00～ 絵手紙班 医療・介護保険
制度について

名南診療所２Ｆ
多目的室

13日（水）13：30～ コーポラス班 足のつりについて コーポラス
集会室

14日（木）10：30～ コーポラス班 健康体操 名南診2Ｆ
多目的室

15日（金）14：00～ ひよこ昼班 むくみについて たまり場ひよこ

19日（火）13：30～豊北・診療所合同班 誤えん防止体操 伝馬コミセン

21日（木）10：00～ 八事班 認知症予防体操 八事コミセン

21日（木）14：00～ 健康サロン遠源 茶話会 遠源

25日（月）14：00～ 北原班 熱中症予防 会員宅

27日（水）15：00～ 平郷班 知っとくパンフ あみん

第4木曜日 14：00～ 編み物同好会 編み物 名南診療所

第2、4火曜日 14：00～ 絵手紙教室 絵手紙 名南診療所

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

名 南 病 院
地 域 ほんわか喫茶 毎週月曜日

10：00～11：30
名南病院講堂
「くるくるプラザ」

名南ふれあい
病 院 地 域

ゆめっこ広場
（子育てサロン）

毎月第３火曜日
10：00～12：00

ふれあいヴィレヂ
3F

ふれあい
お食事サロン

奇数月最終金曜日
11：30～

ふれあいヴィレヂ
1F

ふれあい喫茶 第1.2.3火曜日
10：00～11：30

ふれあい病院1F
ロビー

名南診療所
地 域

コーヒーサロン
毎週月曜日
10：00～12：00
＊第４月曜日はサービスデー

名南診療所2F
多目的室

トスカ健康ひろば 毎月第2火曜日
健康体操と健康チェック 内田橋トスカ

名南診お食事サロン 毎月第1火曜日
11：30～

名南診療所2F
多目的室

中川診療所
地 域

サロン・なかしんさん
（コーヒー・お茶付）

毎週木曜日
10：30～11：30

中川診療所
友の会ルーム

名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

地
　
域

2日（土）13：00～ ひまわり班 食中毒予防 会員宅
11日（月）15：00～ 滝の水班 骨粗しょう症について 会員宅
14日（木）15：00～ 豊田地域班 夏バテ予防の食事 ふれあいヴィレヂ
19日（火）13：30～ コスモス班 肺炎球菌ワクチンについて えがおたまり場
20日（水）13：00～ なでしこ班 脳血管障害について えがおたまり場

名
　
南

　
病

　
院

　
地

　
域

7日（木）14：00～ 道徳地域合同班会 お休み 名南わいわい広場
15日（金）12：40～歌謡舞踊班 カロリー計算（模擬バイキング） 名南わいわい広場
21日（木）14：00～ わいわい健康体操 健康体操 名南わいわい広場
22日（金）14：00～ 名南班 熱中症予防 会員宅
23日（土）13：30～ 絵画教室 名南病院講堂
25日（月）13：00～ 囲碁教室 健康体操 名南わいわい広場
26日（火）13：30～ ちぎり絵 名南わいわい広場
28日（木）10：00～ 新三条班 夏バテ予防の食事 会員宅
毎週月曜日 13：00～ 囲碁教室 囲碁 名南わいわい広場
毎週火曜日 10：00～ ラジオ体操班 ラジオ体操と健康体操 名南病院講堂
毎週火・水・金曜日 13：00～ 歌謡舞踊教室 歌謡舞踊 名南わいわい広場

尾
鍋

昭
彦

尾
鍋

　昭
彦

歴
史
か
ら
見
た
町
名
（
四
十
）
尾尾

（（（
四
十十十

（（
四四
十十十
））

（（（（
四四
十十十十
）））
十十十

（（（（（（（（（（
四四四四四四四四四四
十十十十十十十十十十十
）））））））））

歴
史
か
ら
見
た
町
名
（
四
十
）

伊
勝
町（
い
か
つ
ち
ょ
う
）

（
昭
和
区
）

現
在
の
名
古
屋
大
学
の
ほ
ぼ
西

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
江
戸
期
に

は
伊
勝
村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
当
時
の
こ
の
村
の
集
落
は
、
現

在
の
伊
勝
町
と
そ
の
東
の
宮
東
町
、

南
に
隣
接
す
る
前
山
町
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
22
年
市

町
村
制
の
施
行
に
よ
っ
て
愛
知
郡

広
路
村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
39
年
に
愛
知
郡
御
器
所
村
大

字
広
路
と
な
り
、
そ
の
後
名
古
屋

市
に
編
入
さ
れ
、
大
正
10
年
に
中

区
広
路
町
、
昭
和
12
年
に
新
し
く

昭
和
区
が
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
昭

和
区
に
所
属
、
昭
和
17
年
に
昭
和

区
伊
勝
町
と
な
り
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

町
名
は
江
戸
期
の
伊
勝
村
に
よ

り
ま
す
が
、
元
々
の
由
来
は
、
井
河

津
が
縮
ま
っ
た
と
い
う
説
、
筏
津

（
い
か
だ
つ
）か
ら
き
た
と
い
う
も

の
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ

も
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

伝
説
に
よ
る
と
、
昔
、
弘
法
大
師

が
こ
の
村
を
訪
れ
、
村
人
に
水
を

求
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
拒
否
し

た
た
め
、
以
後
村
の
井
戸
は
枯
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
こ
の
村
を
井
渇
の
里
と
呼
ば
れ
、

こ
れ
が
伊
勝
村
と
呼
ば
れ
る
始
ま

り
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。（（
尾
張
徇
行
記
）

伊
勝
町
に
は
、
伊
勝
八
幡
宮
と

呼
ば
れ
て
古
く
か
ら
村
民
の
信
仰

の
篤
い
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

神
社
の
創
立
は
不
明
で
す
が
、
こ

の
神
社
の
陶
製
の
狛
犬
一
対
に
は

応
永
25
年（
1
4
1
8
）の
銘
が
刻

ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
神
社
創
立

に
も
か
か
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
狛
犬
は
県
の
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
伊
勝
町
は
、
坂
道
の
多

い
閑
静
な
住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。

▲伊勝八幡宮の陶製狛犬
　（現在は名古屋市博物館に展示中です）

▲伊勝八幡宮

テ
ー
マ
　
糖
尿
病
に
つ
い
て

（
よ
り
良
い
生
活
を
す
る
た
め
の
目
標
の
立
て
方
）

糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
何
故
必
要
？

名
南
病
院 

2
階
病
棟
　
看
護
師
・
糖
尿
病
療
養
指
導
士

井
口 

真
志
さ
ん
の
講
座
よ
り

保
健
学
校

講
座
シ
リ
ー
ズ

パート②

糖
尿
病
の
治
療
目
的

糖
尿
病
の
治
療

●
合
併
症
を
発
症
さ
せ
な
い

●
高
血
糖
に
よ
る
身
体
的
症
状
を
改
善
さ
せ
る

　
（
口
の
渇
き
。体
の
だ
る
さ
。頻
尿
）

●
お
金
の
節
約

●
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
７
％
の
目
安
は
食
前
１
１
０
未
満
、食

　

後
１
８
０
未
満

　

１
食
事
療
法　

２
運
動
療
法　

３
そ
れ
で
も
だ
め
な
ら

　

薬
物
療
法

●
食
事
療
法

　

一
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量

　

標
準
体
重（
㎏
）＝
身
長（
ｍ
）×
身
長（
ｍ
）×
22

※
食
事
療
法
の
ポ
イ
ン
ト

　
・
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
・
食
事
を
記
録
す
る
・
間
食
を
減
ら
す

　
・
ア
ル
コ
ー
ル
を
減
ら
す
、や
め
る
・
食
事
を
個
別
に
盛
り

　

付
け
る

　
・
Ｇ
Ｉ（
グ
リ
セ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）値
が
少
な
い

　

も
の
を
選
ぶ

●
運
動
療
法

　

最
も
重
要
な
の
が
医
師
に
ど
れ
く
ら
い
運
動
し
て
い
い

　

か
確
認
す
る

　
・
い
つ
も
よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か
す

　
・
細
切
れ
で
も
週
に
１
５
０
分
以
上
運
動
を
行
う

　
・
週
に
３
〜
５
日
行
う
事
が
効
果
的

●
薬
物
療
法
は
医
師
に
相
談

生
活
習
慣
改
善　

10
カ
条

（
全
国
健
康
保
険
協
会
）

１
、運
動
を
し
ま
し
ょ
う

２
、た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ
う

３
〜
６
、食
事（
３
、塩
分　

４
、脂
質　

５
、肉
よ
り
魚　

　
　
　
　
　
　
　

６
、や
さ
い
）

７
、飲
酒
を
へ
ら
し
ま
し
ょ
う

８
、歯
の
健
康
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う

９
、ス
ト
レ
ス
を
へ
ら
し
ま
し
ょ
う

10
、休
息
を
と
り
ま
し
ょ
う
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2016年7月より

月・火・水・木・金の午後
火の午前

月・水・木・金の午前、第3土の午前

中川診デイケアひまわり
（月）～（土）

内科
内科
内科
内科

三宅
中島
西村由
早川

小南
高木万
稲葉

小南
伊藤春
前田
加藤

伊藤春
黒田
○
吉田

三宅
小林
池井
成田

小南
小林
中島
井汲

三宅
黒田
森
稲垣

高木万
西村英
和田

泌尿器（鶴田）
整形（長谷川）
整形（片山）

鈴木（乳腺・甲状腺）★
早川

整形（渡部）

岡根/（隔週）
鈴木（乳腺・甲状腺）★
整形（簗瀬/高木英）

伊藤康 吉岡 伊藤康

○
○
○

吉岡 外園 外園 外園 吉岡 伊藤康/水野（交代）

早川
整形（竹中）

皮膚科（深津）※
鈴木

整形（長谷川）

皮膚科（深津）※

小児予防接種（吉岡）
（第1、第3）

糖尿病外来（三宅）
こころと発達
（吉岡）（第2、4）

岡根

整形（竹中）

皮膚科（深津）※
鈴木/藤林
整形（長谷川）

ものわすれ外来（小林）肝炎相談（高木万）

※皮膚科
　（月・火・木）
　9:30～11:30

鈴木（乳腺・甲状腺）
整形（早川/長谷川）

整形（竹中）
鈴木（乳腺・甲状腺）（隔週）

外科
外科
外科

小児科

内科
内科
内科
内科

外科
外科
外科

小児科

ギプス外来
（竹中）

★鈴木
  （乳腺・甲状腺）
　水・金隔週

•糖尿病初診者教室
　最終月曜日夜（多目的室）
　（三宅）

•鈴木（乳腺・甲状腺）
　木・土午前隔週

デイサービス庵
名南診通所リハビリ

（月）～（土）
（月）～（土）9：30～15：50

9：30～16：40

9：30～15：30

内科・小児科・呼吸器内科

内科・外科・小児科・呼吸器内科・整形外科・
リハビリテーション科・放射線科

（往診）
為近

山口

山口

※1　毎週木曜日の山口医師の診察については完全予約制です。　※2　小児特診15：30～17：00　一般小児17：00～19：00

吉岡※2
佐々木

山口

山口

大森

早川
大森

福光
大森/安達
大森/小松/安達

大村
大森/松田
大森/松田

西脇

小松

大森 大森/○（交替）
曜　日
午前診
午前（往診）
午後（往診）
夜診

小松
外科系（早川）前田 犬塚 小松

もの忘れ外来※

古田
リハ（家田）※ 整形○

上村／武田

曜　日

午前診　　

午　後
夜　診

※火・木の皮膚科は9：30～11：30

※リハ専門外来〈予約制〉※もの忘れ外来〈完全予約制〉（家田）

TEL　694-7203 FAX　692-7092

TEL　698-7307 FAX　698-7308

山口/大久保（交替）1診
2診

山口 山口

名南病院では毎日夜 20時 30分まで救急外来を実施しています。
名南病院では、日曜日・祝日の８時 30分から 20時 30分の間、救急外来を実施しています。急病でお困りの際は、お電話でご連絡頂き、救急外来をご利用下さい。
（夜診が休診の火・木曜日、午後から休診の土曜日も、20時 30分まで救急外来を実施しています）

山口※1
中島
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第119回
　
戦
前
の
日
本
に
戻
す

　
安
倍
政
権

労
働
組
合
、
民
衆
の
運
動
で
、

ヤ
ッ
ト
こ
こ
ま
で
住
み
や
す
い

日
本
に
な
っ
た
の
に
、
安
倍
政

権
は
政
治
の
舵
を
戦
前
の
日
本

に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
の
か
…
。

絶
対
阻
止
す
る
、今
が
大
事
。

 

瑞
穂
区
大
喜
町

　
花
井
　
貞
子
　
さ
ん

　
庶
民
の
血
税
は
有
効
に

最
近
政
治
と
お
金
の
問
題
が

多
々
起
き
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
エ
ン
ブ
レ
ム
や
国
立

競
技
場
を
め
ぐ
る
無
駄
使
い
。

都
知
事
・
元
議
員
に
よ
る
政
治

資
金
の
私
的
な
も
の
へ
の
流
用

等
々
。
日
々
節
約
を
し
て
生
活

し
て
い
る
庶
民
の
血
税
を
無
駄

な
く
、
も
っ
と
大
切
に
有
効
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

南
区
鳥
栖

　
坂
本
　
み
ど
り
　
さ
ん

本
山
さ
ん

　
知
ら
ぬ
増
え

た
が

　
パ
ス
は
在
る

確
信
に
　
満
ち
た
笑
顔
の

清
し
さ
は

九
条
に

　
魂
込
め
た

戦
知
人

体
調
を

　
気
遣
う
文
に

　

励
ま
さ
れ

卓
球
の

　
疲
れ
愛
し
む

　

病
癒
え

港
区
木
場
町

松
井
　
俊
宏
　
さ
ん

川
柳

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
名
の
方
に
図
書
券
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。 【
応
募
要
項
】締
め
切
り
７
月
31
日（
日
）

答
え
を
ハ
ガ
キ
で
名
南
会
本
部
事
務
局
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

〒
4
5
7
ー
0
8
4
1　

名
古
屋
市
南
区
豊
田
5
丁
目
15
ー
18　

名
南
会
本
部
事
務
局
パ
ズ
ル
係

「
め
い
な
ん
」新
聞
へ
の
感
想
や
近
況
な
ど
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。 

そ
の
他
、
寄
稿
・
詩
・
短
歌
・
マ
ン
ガ
・
写
真
な
ど
の
投
稿
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

4
9
5
号
の
答
え
は「
ミ
ド
リ
ノ
ヒ
」　

25
通
の
応
募
が
あ
り
、
全
員
正
解
。

（
当
選
者
）村
井　

利
夫
さ
ん（
南
区
豊
）、 

大
島　

里
江
さ
ん（
南
区
豊
）、 

村
上　

誠
治
さ
ん（
港
区
木
場
町
）

1 2 3 4 5 6

7 8

9 10 11

12 13 14 15

16 17

18 19 20

21 22

23 24

C

DB

A

【パズルの解き方】クロスを解いてA～Dにはいる文字を
順に並べて、出来た言葉を答えてください。
グレーのマスの中には「めいなん」の文字が入ります。

A B C D

生命誕生の神秘を考える日？ヒ ン ト

出題　小松 健
名南ふれあい病院院長

よこのかぎ
1  あちこちと歩き回る。これによる痛ましい
事件が、最近大府でありました。
5  南半球でも東から昇ります
7  JR東日本の駅ですが、東急や都営地下鉄
の駅もあります。

9  ５の後、７の前
10  学ぶのに遅すぎることはない事のたとえ

で、「６０の○○○○」と。
12  森の番人の事です
14 「○○○まぐろ」は有名。剣状の長い上あ
ごで、他の魚を突き刺します。

16  横９の答え－２
17  思うようにならない様子です、手元○○
○○

18  この頃好きだった子は、今何している？
20  ○○は世につれ、世は○○につれ
21    火事などの時集まる迷惑な人は？
23  奇跡のことです
24  強い雷雨に伴って局地的に降る大粒の氷

た
て
の
か
ぎ

1  

天
女
と
言
え
ば
…
。
こ
の
伝
説
は
三
保
の
松
原

が
最
も
有
名
で
す
。

2 

特
定
の
仕
事
な
ど
を
お
願
い
し
た
と
き
の
料
金
。

3 

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
と
き
の
首
相
の
名

前
は
？

4 
足
の
速
い
人
の
こ
と
を
、こ
う
言
っ
た
り
し
ま
す

5  
原
発
事
故
の
原
因
が
○
○
○
○
○
な
る
日
は
い

つ
？

6  

東
京
都
多
摩
地
区
南
部
の
市
、
車
の
名
前
の
方

が
有
名
？

８  

岐
阜
県
南
部
の
市
、同
じ
名
前
の
山
の
名
の
ト
ン

ネ
ル
は
８
ｋ
m
以
上
あ
り
ま
す

11  

正
常

⇔

、「
○
○
○
○
気
象
」

13 

好
き
な
人
に
注
い
で
も
ら
う
の
が
一
番

15 

分
か
っ
た
よ
う
な
態
度
で
す
が
、
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん

17 

風
と
雨

18  

車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
、
し
て
は
い
け
な
い
事

で
す
。

19 

無
理
な
力
を
加
え
て
、
よ
れ
た
状
態
に
す
る
こ

と
。「
針
金
」「
身
体
」な
ど
も
こ
う
し
た
り
し
ま

す
。

22 

正
常
な
動
き
が
止
ま
る
こ
と
で
す
。
医
療
現
場

で
は
、「
心
臓
○
○
」「「
半
身
○
○
」な
ど
。



「
緊
急
事
態
条
項
」

        

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　（
法
律
相
談
番
外
編
）

　

九
州
・
熊
本
の
大
地

震
で
被
災
さ
れ
た
方
に

は
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
の
直
後
、
官
房

長
官
か
ら
、
大
規
模
災
害
に
対

応
す
る
た
め
に
緊
急
事
態
条
項

を
憲
法
で
定
め
る
こ
と
は
大
事

な
課
題
だ
、と
い
う
趣
旨
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
条
項
と
は
、
非
常

時
に
憲
法
秩
序
を
一
時
停
止
し

て
非
常
措
置
を
と
る
こ
と
を
認

め
る
も
の
で
す
。
自
民
党
の
憲

法
改
正
草
案（
２
０
１
２
年
）で

は
、
首
相
が
閣
議
で
決
定
す
れ

ば
緊
急
事
態
を
宣
言
で
き（
国
会

は
事
後
承
認
で
よ
い
）、
立
法
・

地
方
自
治
を
内
閣
が
代
行
す
る
、

緊
急
事
態
下
で
国
が
と
る
措
置

に
は
誰
も
が
従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
の
官
房
長
官
発
言
は
、

大
規
模
災
害
時
に
は
速
や
か
な

救
援
・
復
興
を
優
先
さ
せ
た
い

と
い
う
善
意
の
発
言
の
よ
う
に

も
聞
こ
え
ま
す
。
で
す
が
、自
然

災
害
の
多
い
日
本
で
は
災
害
対

策
の
た
め
に
様
々
な
法
律
が
す

で
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
災

害
時
に
こ
れ
ら
の
法
律
を
適
切
・

有
効
に
使
え
ば
、
憲
法
秩
序
を

停
止
し
な
く
て
も
、速
や
か
な
救

援
・
復
興
が
可
能
な
は
ず
で
す
。

制
度
の
不
備
で
は
な
く
、
法
律

を
適
切
・
有
効
に
使
え
て
い
な

い
現
状
に
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
緊
急
事
態
条
項

を
定
め
た
い
の
で
し
ょ
う
？
そ

も
そ
も
、
憲
法
と
は
個
人
の
人

権
を
守
る
た
め
に
国
家
権
力
を

制
限
す
る
も
の
で
す（
立
憲
主
義

と
い
い
ま
す
）。
制
限
さ
れ
る
国

家
権
力
の
側
か
ら
緊
急
事
態
条

項
を
持
ち
た
い
と
語
ら
れ
る
こ

と
に
、
な
ん
だ
か
危
険
な
雰
囲

気
を
感
じ
ま
す
。
憲
法
の
制
限

を
受
け
た
く
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
実
際
、
自
民
党
の
考
え
る

緊
急
事
態
条
項
は
、
権
力
を
制

限
す
る
仕
組
み
に
乏
し
く
、
権

力
の「
暴
走
」を
許
し
か
ね
な
い

内
容
で
す
。

　

災
害
対
策
の
た
め
、
と
い
う

名
目
に
だ
ま
さ
れ
ず
、
中
身
を

き
ち
ん
と
知
っ
て
判
断
し
た
い

で
す
ね
。

筋肉を鍛えて
 腰の変形や
 　痛みを予防

part.10

名南ふれあい病院　理学療法士：奥村　世菜

少しレベルを上げた筋トレ方法で、腰の筋肉を鍛えましょう！

　歳を重ねると関節の変形により、腰の痛みが出てくる方
が多いです。そのような症状には筋肉をつけることで予防
出来る事があります。今月号では、ちょっときつめの筋ト
レ方法をお伝えします。筋力や体力に自身がある方は挑戦
してみて下さい。ついでにお尻の筋肉も鍛えられるので、
スタイルが良くなって若返り効果があるかも！？！？

注意点
・痛みが出る場合は無理をせずに痛くない範囲で行いましょう。
・無理は禁物です。無理の無い範囲で行います。

②手を腰の上で組み、上体を起き上がらせます。
　５回×２セットを目標に行いましょう。

※ポイント ・息を止めることは絶対に止めて下さい。
　　　　　  しっかり息を吐くことが大切です。

名南病院栄養課　調理師
都築　智也

 材料（2人分） 

　袋で漬けると、液が少なくてすむだけでなく、味のなじみも良くなり
ます。バジルビネガーは作り置きしておくと、ほかの料理にも使えて便
利です。最近では、スーパーでもカラフルなミニトマトが売っているの
で、お勧めです。
　見た目も華やかで夏場の暑い時期でもさっぱり食べられる一品です。

●ワンポイント●

① ミニトマトは湯むきをする。
② ジッパーつきの袋に①を入れＡを合わ
せたものを注ぐ。
③② を冷蔵庫で冷やしながら漬けこむ。

  作  り  方 

１人分当たり　164kcal

背中の筋肉を伸ばす 方法

癒
し
の
絵
コ
ー
ナ
ー

港
区

　
浅
見 

登
志
美
さ
ん

口は健康の入り口シリーズ 61

～「歯」にまつわることわざのいろいろ～

（材料）
ミニトマト…………………12個
（調味料A）
はちみつ……………… 大さじ２
白ワインビネガー…… 大さじ２
バジル……………………… ５枚
塩、こしょう …………… 各少々

甘酸っぱ
トマトピクルス

①図のようにベッドにうつぶせになります。

※俗に言う「背筋」運動です。

く
ら
し
の
法
律
相
談

名
古
屋
南
部
法
律
事
務
所

弁
護
士 

　
田
巻

　
紘
子

今回は、歯にまつわることわざをご紹介します。

歯にまつわることわざをご紹介しましたが、奥深い意味のあるこ
とわざばかりです。歯は、口をつぐんでいれば見えないため見せな
い感情や思いがことわざに表れているようです。
反対に、健康な歯は笑顔や明るさを表す表情の一
部で、前向きな生き方や社会生活の象徴であると
思います。ぜひ定期的に歯科検診を受け、心も明
るく健康な日常生活をお過ごしください。

①奥歯に物のはさまった
　ような言い方
思うことを率直に言わないで、ど
こかにおもしろくない気持ちがひ
そんでいるのが感じられる状態。

②ごまめの歯ぎしり
力のおよばぬ者が憤慨すること。

③歯牙にもかけない
問題にせず、無視すること。

④歯に衣（きぬ）着せず
相手の感情にこだわらず、思った
ことをずけずけということ。

⑤歯亡び舌存す
剛強なものはかえって早く滅び、
柔軟なものは後まで生き残ること。

⑥歯止めをかける
物事が進みすぎないよう押さえ
ること。

⑦目には目を、歯には歯を
こうむった被害には同じ仕返し
をすること。

⑧奥歯に剣
腹の中では敵意をいだきながら
表面に示さないこと。

む    し   ば ゼロ

歯についてのご相談・診察予約は

医療法人はみんぐ
〒457-0843 名古屋市南区忠次1丁目1番1号

℡052-691-6480
〒457-0016 名古屋市南区汐田町3-15

℡052-811-4182

名南会 法律相談
担当弁護士に相談できます

●弁護士法人
名古屋南部法律事務所
TEL（052）682-3211

初回
相談のみ
無料

●高畑アクセス法律事務所
　 中川区高畑2-110サンライズ第2ビル2階

TEL（052）362-3731

※事前に電話予約が必要です。
※電話の際、名南会社員、名南、中川健康
　友の会会員である旨、申し出てください。

随 時
（御相談に応じます）
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